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概要
本研究では、1933年から 2013年までの間を 8年
おきにカバーする「昭和・平成書き言葉コーパス」
に関して、𝑛-gram頻度形式と SVMlight形式の共起
情報を公開した1）。以前公開された統計情報に比べ
て昭和・平成の時代に限定されているが、今回は雑
誌に加えて新たにベストセラー書籍と新聞のレジス
ター（ドメイン）を追加し、複数の時期だけでなく
複数のレジスターを跨いだ分析が可能になった。本
稿では、自然言語処理と日本語学の二つの側面にお
いて、この統計情報を用いた研究の可能性を示す。

1 はじめに
2023 年に「昭和・平成書き言葉コーパス」2）が公
開された [1]。このコーパスは、1933年から 2013年
までの 80年間を 8年おきに雑誌・新聞・ベストセ
ラー書籍を収録した通時的なコーパスであり、「日
本語歴史コーパス」3）と「現代日本語書き言葉均衡
コーパス」[2]などの現代語コーパスの間をつなぐ
ものである。これにより、現代日本語がどのような
変化を経て成立してきたのかを計量的に探るための
基礎となるデータが整備されたことになる。
自然言語処理の分野では近年、通時的なコーパス

を用いた研究が注目を集めている。特に、単語の通
時的な意味変化を検出・分析することは、言語学・
社会学だけでなく情報検索や大規模言語モデルの
効率的な追加訓練に有用 [3, 4]であり、盛んに取り
組まれている。歴史的な言語変化に関するワーク
ショップである LChange4）も 2023年で 4回目を迎
え、関心の高まりを見せている。しかし、様々な言
語で歴史的な言語変化に関する研究が進められてい
る一方で、日本語では利用可能な大規模コーパスが
存在しないため、日本語におけるこの分野の研究は

1） https://github.com/a1da4/shc-data

2） https://clrd.ninjal.ac.jp/shc/

3） https://clrd.ninjal.ac.jp/chj/

4） https://languagechange.org/events/

十分な進展を遂げていない。
そこで、本研究では、構築された「昭和・平成書
き言葉コーパス」をもとに、研究利用可能なデータ
を公開する。上記のコーパスは権利上、生のテキス
トデータを配布できないため、今回は 𝑛-gram頻度
形式と SVMlight形式の共起情報を提供する5）。

2 関連研究
幅広い年代の文書が含まれる通時的なコーパ
スは、様々な言語で作成・公開されている。特に
Google Books Ngramコーパス [5]はその代表例であ
り、1800年代から 2000年代にかけて英語・フラン
ス語・ドイツ語・イタリア語・スペイン語・中国語・
ヘブライ語・スペイン語の 𝑛-gram頻度データを提供
している6）。その後、幅広い年代を含むコーパスの
生データが英語 [6, 7]・ラテン語 [8]・ドイツ語7）8）・
スウェーデン語9）で整備・公開された。これらは近
年開催された単語の通時的な意味変化を捉える共有
タスク SemEval-2020 Task 1 [9]でも採用されている。
しかし、日本語ではいまだに利用可能である通時
的なコーパスが不足している。以前我々が「近現代
雑誌通時コーパス」の一部の統計データを公開 [10]
したが、作成途中のコーパスを用いていたため、十
分とはいえない。さらに、雑誌だけに限られていた
ため、レジスター間の比較は困難である。

3 データの構築
3.1 雑誌データ
「昭和・平成書き言葉コーパス」は昭和期から平
成期までの書き言葉の通時的な変化を研究すること
を目的として構築されたコーパスである。この期間

5） このデータは CC BY-SA 4.0ライセンスの下で公開される。
6） https://storage.googleapis.com/books/ngrams/books/

datasetsv3.html

7） https://www.deutschestextarchiv.de/

8） https://zefys.staatsbibliothek-berlin.de/

9） https://spraakbanken.gu.se/en/resources/kubhist2
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表 1 今回対象とした「昭和・平成書き言葉コーパス」の
各時期・各レジスターにおける延べ語数。

刊行年 延べ語数 計雑誌 書籍 新聞
1933 373万 20万 14万 407万
1941 274万 26万 16万 316万
1949 114万 31万 12万 157万
1957 353万 52万 11万 416万
1965 231万 43万 32万 306万
1973 266万 40万 44万 350万
1981 303万 35万 42万 380万
1989 314万 36万 37万 387万
1997 290万 35万 32万 357万
2005 288万 37万 28万 353万
2013 307万 41万 27万 375万
計 3113万 396万 295万 3804万

表 2 単語の 𝑛-gram頻度形式と語彙素 IDの SVMlight形
式で出力した例。
出力形式 出力例
𝑛-gram頻度（𝑛 = 5） たのである。 1697
SVMlight 1571 0:13 1:7 6:10 ...

に刊行された雑誌から 8年おきに各年代を代表する
雑誌・ベストセラー書籍・新聞記事を選定し、テキ
ストを収録している。このコーパスは現在、オンラ
イン検索ツール「中納言」10）による検索サービスが
提供されており、前後 30語の範囲で前後文脈が参
照可能となっている。
「昭和・平成書き言葉コーパス」に収録されてい
るデータの刊行年と各レジスターにおける述べ語数
を表 1に示す。

3.2 データの加工
今回対象にしたコーパスは著作権保護の観点か

ら生データを公開できないため、前回 [10] と同様
に、𝑛-gram頻度と SVMlight11）の 2つの形式に加工
し、元のコーパスを再現できない形で公開する。各
形式で加工した例を表 2に示す。

𝑛-gram 頻度 Google Books Ngram と同様の形式
であり、各文書における単語および語彙素 ID の
𝑛-gramとその頻度を出力した。語彙素 IDは、形態
素解析用辞書 UniDic [11, 12]に収録され、辞書見出

10） https://chunagon.ninjal.ac.jp/

11） https://www.cs.cornell.edu/people/tj/svm light/

しに相当する「語彙素」ごとに与えられた識別子
である。辞書アーカイブ（現代語用 UniDic のフル
パッケージ）12）の語彙素一覧（lex.csv）に含まれる
語彙素 ID列に対応付けることで、語彙素（代表表
記）はもちろんのこと、語彙素読みや語種、品詞の
上位概念を示す類などの情報を取り出すことが可能
である。今回も単語/語彙素 ID 1-gram（単語/語彙素
IDの頻度）から 5-gram（連続する 5つの単語/語彙
素 IDの頻度）まで集計した。

SVMlight ここでは、単語を語彙素 IDに変換し、
語彙素 ID同士の共起情報を SVMlightの形式で出力
した。この形式では、対象の語彙素 ID（例：1571）
に対して、共起する語彙素 ID（例：0, 1, 6）とその
共起回数（例：13, 7, 10）が

共起する ID：対象の IDとの共起回数
の形式で表現されている（表 2）。SVMlightは全て
IDで記述されるため、𝑛-gram頻度形式と比べると
解釈が難しい。しかし、一行について一つの対象 ID
に関する共起情報が出力されており、共起回数 1回
以上の共起 IDに関する情報だけが表示されるため、
スパースな情報の表現に優れている。今回は、各時
期・各レジスターで頻度が 20回以上の語彙素 IDで
語彙を形成し、前後 4単語で共起頻度を集計した。

3.3 データの公開
公開データは UTF-8 形式のテキストファイ
ルであり、単語 𝑛-gram（surface ngram）、語彙素
ID 𝑛-gram（lemmaID ngram）、語彙素 ID SVMlight
（lemmaID svmlight）の 3つのフォルダに分け、zip形
式で圧縮した。各形式のフォルダには、さらにレジ
スターごとに雑誌（magazine）、書籍（bestseller）、新
聞（newspaper）の 3つのフォルダに分かれており、
刊行年ごとの統計情報が保存されている。

4 使用用途
ここでは、今回作成した統計情報から期待される
研究の可能性について、自然言語処理と日本語学の
二つの側面から言及する。

4.1 自然言語処理
今回の統計情報により、通時的なコーパスが揃っ
ている英語やドイツ語、中国語などで盛んに行われ
ていた単語の通時的な意味変化に関する研究を日
本語でも行えるようになる。前回公開した統計情

12） https://clrd.ninjal.ac.jp/unidic/back number.html
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表 3 自然言語処理における応用例。対象のデータセットを昭和 (1933-1981)と平成 (1989-2013)に分割し、それぞれの時
期で単語分散表現を学習した後、対象単語に対する近傍単語をそれぞれの時期で算出した。

単語 時代 近傍単語 (cos類似度)

操作
1933-1981

算定 (0.816),實行 (0.787),是正 (0.786),充實 (0.777),取り扱い (0.776),
吊り上げ (0.775),遷延 (0.773),測定 (0.770),騰貴 (0.768),実効 (0.766)

1989-2013
接続 (0.795),遠隔 (0.780),制御 (0.765),入力 (0.764),保管 (0.758),
誘導 (0.758),入手 (0.757),表示 (0.753),改良 (0.748),診断 (0.747)

通信
1933-1981

無線 (0.768),国営 (0.766),東北 (0.746),製糖 (0.742),協會 (0.742),
タス (0.739),電氣 (0.731),紡績 (0.717),工学 (0.715),文藝 (0.712)

1989-2013
化学 (0.763),印刷 (0.759),航空 (0.748),製薬 (0.732),メディア (0.732),
系列 (0.732),流通 (0.718),新華 (0.712),住友 (0.706),各社 (0.704)

流出
1933-1981

含有 (0.821),流入 (0.819),飲料 (0.808),收 (0.807),滞船 (0.802),
鉱石 (0.799),小口 (0.799),添加 (0.797),灯油 (0.787),多量 (0.782)

1989-2013
高騰 (0.835),放出 (0.814),頭打ち (0.811),蒸気 (0.798),浄化 (0.795),
汚染 (0.789),除染 (0.786),制御 (0.786),補給 (0.784),供給 (0.783)

報 [10]と比べて時代の範囲は短くなるが、今回は完
成したコーパスから算出した統計情報であり、雑誌
だけでなく書籍と新聞が追加されているため、複数
の時期・レジスターを横断した研究が可能になる。
例として、単語 5-gram形式の全てのレジスター

を結合し、昭和（1933-1981）と平成（1989-2013）の
二つの時期に分けて分析を行う。各時期で単語分散
表現を学習した後、同じ単語に関して近傍単語を
計算して、時期間で比較した。学習では、次元数を
50、文脈窓幅を前後 4単語、5回以上出現する単語
を対象とし、Gensim13）のパッケージを使用して単
語分散表現 Skip-Gram with Negative Samplingを訓練
した14）。表 3より、「操作」は平成で「接続」や「遠
隔」といった近傍単語が出現しており、技術革新に
よる変化が現れている。また、「通信」は昭和では
軍事関係の近傍単語が多かったが、平成では「メ
ディア」や「流通」といった近傍単語が出現してお
り、一般化した様子を捉えている。さらに、「流出」
は平成で「汚染」「除染」といった近傍単語が現れ
ており、2011年の震災の影響を捉えていることを示
す。今回はレジスターを結合して昭和と平成の二つ
の時期で分析を行ったが、あるレジスターにおける
時間変化やレジスター間の違い、複数の時期で分析
など、様々な用途での活用が期待できる。

13） https://radimrehurek.com/gensim/models/word2vec.

html

14） 今回訓練したモデルは統計情報と合わせて https:

//github.com/a1da4/shc-dataで公開する。昭和・平成の各
時期において、全てのレジスターを結合して訓練したモデル
だけでなく、各レジスターで訓練したモデルも公開する。

また、この統計情報を用いることで、他言語で効
果的だった手法が日本語でも効果的に動作するのか
といった検証が可能になる。SemEval-2020 Task 1 [9]
では英語・ラテン語・ドイツ語・スウェーデン語の
4言語で意味変化検出の性能評価が行われた。その
ほかにも、ロシア語 [13] や中国語 [14] でも評価用
データの構築が進み、様々な言語での性能評価が可
能になった。しかし、日本語では大規模な訓練用の
通時的なコーパスが存在しなかったため、日本語に
おける意味変化検出の性能を評価することが困難で
あった。そこで、凌ら [15]が構築した昭和と平成の
時代間で意味変化検出の性能を評価する単語リスト
と今回作成した統計情報を合わせることで、日本語
における性能評価が可能となる。

4.2 日本語学
日本語学では、コーパスから作成した単語 𝑛-gram
を用いて、複合辞やコロケーション表現といった特
定の意味・機能を有する単語連続を抽出する研究
[16, 17]、接続詞を抽出し明治・大正期の通時的変化
を考察する研究 [18]、室町時代の 2作品間を比較し
表現の共通点・差異を考察する研究 [19]等が行われ
てきた。同様に今回の統計情報を利用することで、
昭和・平成期の書き言葉の通時的変化やレジスター
間の差異の計量的研究が可能になる。
例として、雑誌・新聞の語彙素 ID の 4-gram の

データを使用して、4-gramとレジスター・刊行年と
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表 4 コレスポンデンス分析第 1次元スコア。4-gram列
の語彙素 IDは語彙素に置き換えて示す。レジスター・刊
行年列は mが雑誌、nが新聞、数字が刊行年を示す。

4-gram スコア
居るのだ有る -1.95
事と成るた -1.94
た物だ有る -1.81
たのだ有る -1.31
と言うのだ -0.88
て居るのだ -0.66
と為るては -0.59
ないば成るない -0.55
て居るたが -0.22
と成るて居る 0.02
と為るて居る 0.10
と言うのは 0.27
に成るて居る 0.31
のだは無い 0.46
て居るたの 0.46
為るれるて居る 0.48
為るて居るた 0.56
れるて居るた 0.61
につくては 1.57
て居るますた 2.56
為るて居るます 2.56

レジスター
・刊行年 スコア
m1941 -1.51
n1941 -1.35
m1933 -1.17
n1933 -1.01
m1949 -0.98
m1957 -0.78
m1965 -0.28
m1973 -0.23
n1949 -0.07
m1981 -0.03
n1965 0.16
n1973 0.57
m1989 0.66
n1957 0.68
m1997 0.68
n1981 0.94
m2005 1.08
n1997 1.13
n1989 1.14
n2005 1.51
n2013 1.53
m2013 1.86

の対応関係を分析する。数詞・記号類を含む 4-gram
は除いたうえで各レジスター・刊行年での頻度上位
5位までの 4-gramを抽出すると、異なりで計 21種
が得られた。この 4-gram21 種とレジスター・刊行
年の組み合わせ 22種の粗頻度15）のクロス表を作成
し、コレスポンデンス分析を行った。4-gramとレジ
スター・刊行年それぞれの第 1次元（寄与率 60.4%）
スコアを表 4に、第 2次元（寄与率 17.1%）スコア
を表 5に示す。
表 4のレジスター・刊行年列から、第 1次元はお

およそ刊行年の新旧の区分を示していると考えら
れる。昭和初期は文末辞「である」を含む語連続、
平成期は文末辞「ます」を含む語連続により特徴づ
けられることが分かる。一方、表 5のレジスター・
刊行年列から、第 2次元は雑誌と新聞のレジスター
の区分を示していると考えられる。雑誌は「であ
る」「ます」を含む語連続、新聞は「については」「と
なっている」「としている」といった語連続により
特徴づけられることが分かる。加えて、第 1次元の
寄与率は 60.4%と第 2次元の 17.1%と比較して非常

15） ただし今回の分析では、各レジスター・刊行年において
頻度 5以上の 4-gramを集計対象とした。

表 5 コレスポンデンス分析第 2次元スコア。4-gram列
の語彙素 IDは語彙素に置き換えて示す。レジスター・刊
行年列は mが雑誌、nが新聞、数字が刊行年を示す。

4-gram スコア
て居るますた -2.63
為るて居るます -2.20
居るのだ有る -0.84
たのだ有る -0.80
て居るたの -0.71
事と成るた -0.47
と言うのだ -0.37
て居るのだ -0.35
た物だ有る -0.32
のだは無い -0.19
と言うのは -0.18
為るて居るた 0.23
れるて居るた 0.25
ないば成るない 0.44
に成るて居る 0.56
と為るては 0.65
為るれるて居る 0.70
て居るたが 0.98
と為るて居る 1.22
と成るて居る 2.09
につくては 3.28

レジスター
・刊行年 スコア
m2013 -1.42
m2005 -0.65
m1941 -0.59
m1933 -0.48
m1989 -0.20
m1957 -0.10
m1949 0.01
m1965 0.12
m1997 0.38
m1973 0.39
m1981 0.52
n1941 0.68
n1933 0.76
n1965 2.88
n2013 3.04
n2005 3.43
n1973 3.54
n1981 3.57
n1989 3.62
n1949 4.05
n1957 4.32
n1997 4.56

に高く、刊行年は語彙素 IDの 4gramと特に重要な
対応関係をもつことが分かる。このように 𝑛-gram
頻度情報を使用することで、昭和・平成期の日本語
の書き言葉における、特定の機能を有する語連続を
はじめとする語彙と使用時期・レジスターとの関係
性を明らかにすることができる。

5 おわりに
本研究では、「昭和・平成書き言葉コーパス」の公
開に伴い、コーパスの統計情報を公開した。前回公
開した統計情報と比べて昭和・平成の時代に限定さ
れるが、今回は新たにベストセラー書籍と新聞が追
加され、複数の時代・レジスター（ドメイン）を跨
いだ比較・分析が可能となった。また、本稿では自
然言語処理・日本語学の二つの側面からこのデータ
を用いた研究の可能性を示した。今回発表したデー
タを皮切りに、日本語における言語変化の研究が盛
んになることを期待している。
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